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【目的]
高龄 化社会の進展は、認知症を含む長期的に病態が進行する疾患の発症増加を引き起こし 
ている。そして、わが国においては、認知症の代表的なサブタイプであるアルツハイマー病 
の増加していることから、前臨床段階のアルツハイマー病や認知機能低下の予防が重要であ 
る。また、肥満は高血圧症や2 型糖尿病など多くの非感染性疾患発症との関連が知られてい 
るが、認知機能を対象とした際は、老年期の肥満傾向は総合的な認知機能の高さと関連する 
Obesity Paradoxという現象が知られている。 しかしながら、Obesity Paradoxについては中年 
期と老年期の比較のみを行っている報告が多い。 このため、者年期を年龄 別•性別に細分類 
し、肥満と詳細な領域別認知機能との関連を明らかにすることは、より効果的な認知機能低 
下予防策の立案に有益であると考えた。そこで、本研究は、非認知症日本人高齢者において、 
年齢別 •性別に腹囲と詳細な領域別認知機能の関連を明らかにすることを目的とした。
【方法】
高島認知機能研究は、2005-2006年に断面調査として実施された。対象者は65-74歳、75-84 
歳、8 5歳以上の 3 つの年齢層別で滋賀県高島地区から無作為抽出され、957洛であった。そ 
のうち、391名が研究への参加に同意し、対面調査が行われた。本研究は、このデータベース 
を用い、腹囲のデータを有し、MMSE (ミニメンタルステート検査） 日本版において2 1点以 
上であったものを対象とした。曝露因子は腹囲とし、アウトカムはZ 標準化した領域別認知 
機能検査の得点とした。領域別認知機能は、12の神経心理学的検査を用いて測定された。腹 
囲と領域別認知機能の関連は、線形回帰分析を用いて、年酷別•性別に評価した。共変量に 
は、年齢、教育年数、高血圧の有無、飲酒状況、婚姻狀況、運動の頻度、喫煙状況、老年期う 
つ病評価尺度、服薬数、高血圧の既往、循環器疾患の既往、糖尿病の既往、脳卒中の既往、が 
んの既往とした。M odel1 を基本モデルとして年齢、教育年数を考慮した。Model2 は Model 
1 に高血圧の有無を加えた。全ての共変量を考慮したモデルをM odel3とし、感度分析を行っ 
た。全ての統計解析はSAS9.4を用いて行った。
(備考） 1 .論文内容要旨は、研究の目的•方法•結果•考察•結論の順に記載し、 2 千字 
程度でタイプ等を用いて印字すること。
2 . ※印の欄には記入しないこと。
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【結果】
325名 （うち食性160名）を解析対象とし、対象者の平均年職土標準偏差は77.5±7.2歳 （最 
小-最大：66.0-99.8)であった。また、腹囲士標準偏差は、83.牡9.9cm (最小-最大：56+0-115.0cm) 
であった。腹囲と領域別認知機能の関連についての多変量解析の結果、食性では、65-74歳で 
腹囲の大きさはDigit Span Forward test (Attention/ working memory)の得点の高さと有意な関連 
を認めた。また、男性では 65-74歳において、腹囲の大きさはWord List Immediate Recall test 
(Learning/acquisition)の得点の高さと関連を示した。75-84歳の男性においては、腹囲の大き 
己は Word List Immediate Recall test (Learning/ acquisition)、Word List Delayed Recall test 
(M emory)、Digit Span Forward test (Attention/ working m em ory)、Verbal Fluency Letter test 
(Language/ Fluency)のスコアの抵さと有意な関連を示した。また感度分析においても特筆す 
べき結果の変化はなかった。
【考察】
老年期における腹部肥満と総合的な認知機能の高さと関連するという報告がこれまでは主 
であった。本研究では、65-74歳では男女ともに腹囲の大きさと領域別認知機能の高さとの関 
連があることは先行研究と一致していたが、75-84歳の男性では腹囲の大きさと領域別認知機 
能の低さとの関連を認めた。
この年齢群別と性別による腹囲と領域別認知機能との関連が認められた直接的な要因とし 
ては依然不明な部分もあるが、生物学的な要因と生活習慣に関連した要因が考えられた。生 
物学的な要因としては、脂肪細胞から放出されるエストロゲンやレブチンといった生体ホル 
モン量と高認知機能との関連が挙げられた。また生活習慣に関連した要因としては、運動介 
入が高認知機能と関連したとする報告がある。本研究では男性より女性で運動頻度が高かっ 
たことから、男性にのみ腹囲と認知機能の関連に負の関連を認めたと考えられた。
本研究の強みは、1)65歳以上の非認知症日本人高齢者を対象に年齢層別で無作為抽出され 
た者を対象としていること、2 ) 詳細な認知機能が12の神経心理学的検査で測定されたこと、 
3)65-74歳、75-84歳、85歳以上に腹囲と領域別認知機能の関連を検討したことである。
一方で研究の制限は、1 )過剰な腹部肥満の影響は未測定であること、2 ) 日本人以外では体 
格は異なることから結果の一般化可能性については注意が必要であること、3 ) 断面調査であ 
るため必ずしも因果関係は説明できないこと、4 ) 栄養摂取状況や臨床検査値を考慮できてい 
ないこと、5 ) 本研究の対象者では、教育年数が 10年程度であることを考慮し、M M SE日本 
版のスコアのカツト値を低く設定していることがある。
【結論】
腹囲で測定される腹部肥満は認知機能低下の修飾可能な危険因子であることが示唆され 
た。また、日本人の高齢者では、高齢者の中でも比較的若年層 （65-74歳）においてのみ腹囲 
の大きさは、Attention/working memoryとLearning/ acquisitionの高さと関連していることが明 
らかになった。ま た 75-84歳の男性でのみ腹囲の大きさと領域別認知機能の低さが関連して 
いた。
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(博士論嫌 蜜の結果の要旨）
わが国のような超高齢杜会において認知症藥症や認知機能低下にかかる研究は、予防 
が重・されているが、才論文では、中棚と老糊で月醜と認知機能の関連が異なる 
Obesity Paradoxという・に着目し、滋賀県高島地区で無作為抽出され参加に同意さ 
れた325名の対象集団において、多くの非感染性疾患に影響を及ぼすJ9E滴を反映しやす 
い腹囲と、認知機能低下の関連を調べた疫学的職である。対象者を65々德、75-84歳、 
85歳以上の3 つの年齢層に分け、領1概囑知機能を12の神経心理学的横査で測定し、腹 
囲と領域知機能の関辟につレ、て線形回;！帚分析を用いて、年齢別•性別に検討を行い、 
以下の点を明らかにした0
1) 65ヴ4歳の young-old層にお！/、ては性^によらず、腹囲の大きさが領概・知 
機能の高さと関連していた0
2) 75-84歳の男性高癖者におV、ては、腹囲の大きさが領・獄、知機能の低さと関 
連していた。
3) 85歳以上の高鈴#においては性別によらず、腹囲の大きさが領職・知觀旨と 
は明らかな関連f職めなかった0
本論文は、腹囲と認知機能の低下の関連について新たな知見を得たものであり、また 
最終試験として論文内容に関連した試問を実施したところ合格と判断されたので、博士 
(医学）の学位蕭文に値するものと認められた0
( 雜 ：5 1 2 文字)
(令和3年 1月 2 5 目)
